
Question：総合的な探究の時間ではどのような探究課題を設定する予定ですか？（複数回答可）

［コメント］

生徒の将来設計や進路が一番の関心事だとうかがえる。

同時に地域的な課題や教科横断的な課題への関心も強い。

「生徒が自分自身で課題設定をすること」が総合的な探究の時間では理想とされているが，「生徒の興味・関心に基づく課題」からは，この点へのニーズもうかがえる。

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

ⅴ その他

ⅲ 生徒の興味・関心に基づく課題

ⅰ 横断的・総合的な課題

ⅱ 地域や学校の特色に応じた課題

ⅳ 職業や自己の進路に関する課題



Question：総合的な探究の時間ではどのようなテーマを設定する予定ですか？（複数回答可）

［コメント］

「タ 職業」が頭一つ抜けており，「職業」と探究の授業を結び付ける学校は非常に多いことがうかがえる。

「チ 勤労」はタに通ずるテーマとも言え，キャリア教育にも通じるニーズがある。

ケ以降のテーマは，昨今関心が高い話題を中心にテーマを設定したいという意図が見受けられる。

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

ソ 生命の尊厳と医療や介護の現実（生命・医療

エ 高齢者の暮らしを支援する福祉の仕組みや取組（福祉）

オ 心身の健康とストレス社会の問題（健康）

シ 安全な町づくりに向けた防災計画の策定

セ 変化する社会と教育や保育の質的転換（教育・保育）

ク 科学技術の発展と社会生活や経済活動の変化（科学技術）

ア 外国人の生活者とその人たちの多様な価値観（国際理解）

カ 社会生活の変化と資源やエネルギーの問題（資源エネルギー）

キ 食の問題とそれに関わる生産・流通過程と消費行動（食）

ス 文化や流行の創造や表現（文化の創造）

コ 地域の伝統や文化とその継承に取り組む人々や組織（伝統文化）

サ 商店街の再生に向けて努力する人々と地域社会（地域経済）

イ 情報化の進展とそれに伴う経済生活や消費行動の変化（情報）

ウ 自然環境とそこに起きているグローバルな環境問題（環境）

ケ 地域活性化に向けた特色ある取組（町づくり）

チ 働くことの意味や価値と社会的責任（勤労）

タ 職業の選択と社会貢献及び自己実現（職業）



Question：総合的な探究の時間で先生方の課題となりそうなことはありますか？（複数回答可）

［コメント］

新課程ということもあり，オ評価に関する不安がうかがえる。

ア・ケは，総合的な探究の時間のようなアクティブラーニング系の授業では常に課題となる内容。

その他ウ以降の課題は，先生方の多忙さからくるニーズとも見受けられる。

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

コ その他

ク 時間の不足

カ 実習に関連する具体的事例や資料の収集

イ テキストの作成・準備

キ 外部協力者の確保

エ. 授業計画案の作成

ウ ワークシートの作成・準備

ケ 生徒の参加意欲（主体性）の喚起

ア 探究テーマの選定

オ 評価（とそれを想定した授業づくり）



Question：総合的な探究の時間の内容を，総合選抜型入試（AO）学校推薦型入試（推薦）

の対策に関連付けることは，意識しますか？

［コメント］

先生・生徒ともに，総合的な探究の時間へ漠然と取り組むよりも，目的意識を持って取り組むほうがモチベーションが高まると考えられる。

はい, 59.6%

いいえ, 40.4%



Question：総合選抜型入試（AO）学校推薦型入試（推薦）にはどのように関連付けますか？

［コメント］

関連付け方は多岐にわたる。

全体的には，エントリー前やエントリー時に活かすことを想定しているようである。

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0%

コンテストに応募

職業観の醸成

レポート

活動の記録

自己分析

志望理由書

プレゼンテーション

面接

自己PR

キャリアプラン

小論文

大学の学部選択



Question：新課程の総合的な探究の時間（課題研究）は何単位の予定ですか？

［コメント］

指導要領に定められた3単位の履修が圧倒的に多い。

授業づくりや評価が難しくなる単位数である。

３単位, 80.3%

４単位, 7.6%

２単位, 3.8%

１単位, 2.9%

６単位, 2.9%

５単位, 1.7%

３単位 ４単位 ２単位

１単位 ６単位 ５単位



0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

連携なし

課題研究で代替する

課題ごとに連携する教科を決める

すべての教科が連携する

Question：教科間連携についてどのように考えていますか？

［コメント］

普通科の高校ではすべての教科，ないしは課題ごとに教科間連携を図る学校が多い。

商業科と工業科は課題研究で代替する学校が多い。


